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子ども体験教室を開催しました！ 
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８月 24 日 本立て・レターラック等の制作  

参加人数：11 人 講師：クラフトハウス狛江 

＜参加者の声＞ 

◇自分で釘を打ったり、木を切ったりすること 

 ができるのが楽しかった。 

◇色をつけたところがおもしろかったです。 

◇のこぎりで切った後が気持ちよかった。 

◇屋根を切ったこと、色ぬり。 

木工教室 

 
８月 21 日 紙漉きアート 

参加人数：５人 講師：和紙工房こま 

＜参加者の声＞ 

◇楽しかったけど、こしがいたくなりました。 

◇いろんなもようができたりして、とても楽し 

 かったです。 

◇色をまぜたり、ロープをとったりするのが 

 とくにたのしかったです。 

◇すこししっぱいしちゃったときに、先生が 

 なおしてくれたり、目立たなくしてくれて、 

 やさしいなと思いました。 

紙漉きアート教室 
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実験「電気のしくみ」、工作「くるくる鳥」 

８月 26 日・27 日  

参加人数：43 人  

講師：一般財団法人 電力中央研究所 吉光司さん 

＜参加者の声＞ 

◇工作がたのしかった。 

◇工作は小さな部品をつけるのがむずかしかったけれど、 

 回ってうれしかった。 

◇でんきのしくみをしってうれしかったです。 

◇でんちがあつかった。 

◇くるくる鳥がほんとうにまわるとは。びっくりした。 

◇いろいろじっけんをやってたのしかった。 

 

７月 25 日・26 日・27 日 

参加人数：のべ 67 人 

講師：髙野秀行さん（日本将棋連盟六段）、

他２人 

＜参加者の声＞ 

◇みんな将棋が強くてとても勉強になり 

 ました。新しい発見を自分の物にできる 

 ように教えてもらいとてもおもしろか 

 ったです。 

◇楽しかった。中学生からの教室も開いて 

 ほしい。 

◇新しい友達ができて嬉しかった。 

◇強い人と将棋が出来て勉強になった。 

◇ひとりひとりが色々な形をもっていた。 

◇先生たちがとても強くてびっくりした。 

小学生将棋教室 

電気のしくみを知ろう ◇ ◇ 地 域 連 携 講 座 ◇ ◇ 

子ども陶芸教室

作陶  ７月 28 日 

釉かけ ８月 13 日 

参加人数 16 人 

講師 陶芸サークル狛江 

＜参加者の声＞ 

◇電動ロクロが楽しかった。 

◇お皿作りが楽しかった。 

◇色をつける作業が楽しかった。 

◇土鈴を焼いてどんな音が出るか、とい 

 うドキドキ感が楽しかった。 

◇作品を作るまでの工程の「焼く」以外 

 が大体できたことが良かった。 

◇自分専用の湯のみが作れてうれしい。 

◇友達とおそろいのものがつくれてうれ 

 しかった。 
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西
河
原
映
画
会
特
別
企
画 

	
	
	
	

映
画
と
講
演
会 

 	

７
月
20
日

土

に
第
２
回
西
河

原
映
画
会
が
開
催
さ
れ

野
球
部

員

演
劇
の
舞
台
に
立
つ
！

を
上

映
し
ま
し
た

今
回
は
特
別
企
画
と

し
て

狛
江
市
出
身
で
本
作
プ
ロ
デ

サ

の
桑
山
和
之
さ
ん
を
お
招

き
し

講
演
会
を
同
時
開
催
し
ま
し

た

 

 

多
く
の
方
が
上
映
会
に
参
加
し

講
演
会
で
は
本
作
の
撮
影
現
場
の
裏

側
や
桑
山
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
作
品

制
作
に
込
め
た
思
い
な
ど
を
伺
い

参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た

 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

グループ紹介	

夏
休
み 

子
ど
も
・
中
高
生
ス
ペ

ス 
  

公
民
館
の
子
ど
も
の
居
場
所
事
業
と
し

て

お
盆
期
間

８
月

日
か
ら

日

９
時

時

小
学
生
は

時
ま
で

中

学
生
は

時
ま
で

高
校
生
は

時
ま

で

に

中
央
公
民
館
で

夏
休
み
子
ど

も
・
中
高
生
ス
ペ

ス

を
設
け
ま
し
た

 

 

①
学
び
の
ス
ペ

ス

②
遊
び
の
ス
ペ

ス

③
体
験
講
座

ス
ク
ラ

チ
ア

ト
体
験
・
ク
ラ
フ
ト
体
験
・
紙
細
工
を
飛

ば
そ
う

④
夜
間
ス
ペ

ス

⑤
子
ど
も

食
堂

・

日
の
昼
食

を
用

意

計
４
９
７
人
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た

 

 

こ
の
事
業
に
は

ご
は
ん
と
居
場
所
連

絡
会
・
こ
ま
え
学
習
サ
ポ

ト
プ
ロ
ジ

ク
ト
・
こ
ま
え
く
ぼ
１
２
３
４

狛
江
市

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ

に
ご
協
力
い

た
だ
き

こ
ど
も
食 

堂
の
食
材
提
供
に

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ

ド 

バ
ン
ク
狛
江
の
ご
協 

力
を
い
た
だ
き
ま
し 

た
䣎 

 

声に出して輪読を楽しむ	
        代表：村瀬 祥子さん 

■どんな活動をしているのですか。 

 自分の好きな小説、エッセイ、詩などを

持ち寄り、声を出して読み、意見を交換し

ています。60 歳代から 80 歳代までの小さ

なグループです。 

■楽しそうですね。 

色々な作品に出会え、大きな声を出すの

でストレス発散になりますよ。皆さんの前

で朗読会を開くのが望みです。 

■どちらで活動しているのですか。 

月に２～３回、日曜日の午後に中央公民

館や野川地域センターに集まっています。

関心がある方は公民館へ代表の電話番号を

お問い合わせください。 

倶 楽 部 つ む ぎ 

体を柔らかく、心身爽快に!	
        代表：星 けさよさん 

◆どんな活動をしているのですか。 

 先生の指導で、オーソドックスな、ゆった

りしたヨガを楽しんでいます。体のすみずみ

まで気持ちよくなり、長く続けるほど体が柔

らかくなります。 

◆お仲間は何人ですか。 

  30歳代から80歳代までの女性６人です。

毎週金曜日の午前９時半から西河原公民館で

トレーニングしています。 

◆活動を見学できますか。 

どうぞ会場にいらしてください。また問い

合わせは代表にご連絡ください。電話番号は

西河原公民館事務室でお聞きください。 

狛 江 ヨ ガ 教 室 
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民館を考えていきたいと思います。（細谷明美） 

 

 
	

2020 を目標に掲げたインバウンド 

 〜訪日外国人の動向〜 

  元日本政府観光局 広瀬 正彦さん 
	

小澤幹雄のやわらかクラシック 
 ～兄・小澤征爾と小澤家の家族～ 

        作家 小澤 幹雄さん 

	
課外講座 

 大谷資料館（栃木県宇都宮市）他 

西河原公民館平日講座 

  養蚕について学ぶ連続講座 

 

 市民大学恒例のバスで行く課外講座は5月

28 日、茨城県つくば市のつくばエキスポセ

ンターと、筑波宇宙センターへ。応募者 67

人から抽選で当たった 39 人とスタッフで出

発。あいにくトランプ米大統領の帰国と重な

り、都心通過に時間を取られたが、無事エキ

スポセンターへ到着。科学技術を見て、触れ

て楽しむ施設で、25m のプラネタリウムに

投影される 38 万個の星空の美しさに見とれ

た。屋外の実物大 H-II ロケットなども見学し

て、すぐ近くの筑波宇宙センターへ移動。 

 まずは展示館へ。実物大の有人宇宙実験棟

「きぼう」などずらりと並んだ人工衛星の模

型に目を見張り、宇宙利用の現在を学んだ。

最後は、日本最大規模の宇宙航空開発施設の

一部をガイド付きで見学。はるか彼方を飛行

している「きぼう」の運用管制室、宇宙飛行

士の基礎訓練、健康管理のための施設を巡り、

そして本物の宇宙服などに触れる体験をし、

帰途に着いた。 

土曜日の午後２時から中央公民館で開催。 

講座名はすべて予定です。詳細は「広報こ

まえ」や市内の掲示板、ＨＰでお知らせします。 

西
河
原
映
画
会 

今
期
の
公
運
審
委
員
は

今
年
度
と
来
年
度

が
任
期
で
す

新
し
く
委
員
に
な

た
方
々
の

抱
負
を
紹
介
し
ま
す

 

 

☆
子
ど
も
た
ち
が
小
さ
い
頃
に
は

よ
く
公

民
館
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

娘
が

小
学
生
の
こ
ろ

茶
道
体
験
講
座
に
参
加
し

そ
の
後
も
ぜ
ひ
続
け
た
い
と
言
う
の
で

公
民

館
の
方
に
相
談
し
た
と
こ
ろ

子
ど
も
茶
道
ク

ラ
ブ

を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

息
子
も
毎
年
夏
休
み
の
小
学
生
将
棋
教
室
を
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た

ま
た

代
の
両

親
は
い
く
つ
か
の
サ

ク
ル
に
入
り

頻
繁
に

公
民
館
を
利
用
し
て
い
ま
す

 

 

こ
の
よ
う
に
公
民
館
は

様
々
な
年
代
の
人

が
新
し
い
興
味
関
心

仲
間
と
の
つ
な
が
り
を

得
ら
れ
る
身
近
な
存
在
で
す

そ
ん
な
公
民
館

が

ま
す
ま
す
魅
力
あ
る
場
所
と
な
る
よ
う
に

が
ん
ば
り
ま
す

土
屋
陽
子

 

☆
狛
江
に
住
ん
で

年

仕
事
の
か
た
わ
ら

精
神
障
が
い
・
視
覚
障
が
い
を
中
心
と
し
た
障

が
い
者
福
祉
の
ボ
ラ
ン
テ

ア
活
動
を
し
て
き

ま
し
た

公
民
館
で
は

市
民
大
学
・
各
種
セ

ミ
ナ

や
講
座
に
参
加
し

こ
ま
え
平
和
フ

ス
タ
実
行
委
員
会
な
ど
の
活
動
を
し
て
き
ま
し

た

 

 

市
民
が
気
楽
に
立
ち
寄
れ
る
公
民
館
に
す
る

ア
イ
デ
ア
や
企
画
を
考
え
た
い

ど
う
し
た
ら

皆
が
利
用
し
や
す
い
シ
ス
テ
ム
を
創
れ
る
か
を

思
索
し
た
い

各
種
団
体
が
手
を
取
り
合
い

協
力
し
て
魅
力
あ
る
事
業
を
企
画
し
て
も
良
い

の
で
は
な
い
か

そ
の
た
め
に

各
種
団
体
の

代
表
者
と
意
見
交
換
を
し

実
り
あ
る
公
民
館 

を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

細
谷
明

美

 

 

☆
娘
が
狛
江
市
民
劇
団
ミ

ジ
カ
ル

で
活
動
し
て
い
た
の
で

私
は
裏
方
と

し
て
参
加
し
て
お
り
ま
し
た

練
習
の
た
め
の

公
民
館
の
予
約
に
も
交
替
で
行
き
ま
し
た

予

約
の
調
整
会
に
行

た
時

公
演
が
近
い
と
他

の
団
体
の
方
が
譲

て
く
だ
さ
り
心
暖
ま
る
こ

と
も
ご
ざ
い
ま
し
た

ま
た

公
民
館
の
中
の

空
間
も
各
階
ロ
ビ

に
テ

ブ
ル
や
椅
子
な
ど

が
配
置
さ
れ
居
心
地
の
良
さ
を
感
じ
始
め
て
お

り
ま
し
た

 

公
民
館
で
の
人
と
の
繋
が
り

ど
の
よ
う
に

こ
の
施
設
が
使
わ
れ
て
い
く
の
か

も

と
知

り
た
い
と
思
い
ま
す

力
不
足
で
は
あ
り
ま
す

が

頑
張

て
い
き
ま
す

宗
像
政
子

 

 

第
２
回
定
例
会

６
月
３
日

 

公
民
館
長
か
ら
公
運
審
委
員
長
に
対
し

狛

江
市
立
公
民
館
事
業
の
評
価
の
あ
り
方
に
つ
い

て

諮
問
が
出
さ
れ
ま
し
た

 

現
在
の
事
業
評
価
の
仕
組
み
は

教
育
振
興

計
画
に
お
い
て
自
己
評
価
と
外
部
評
価
が
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
が

こ
れ
は
公
民
館
全
体
に
対

し
て
の
評
価
で
す

社
会
教
育
法
で
は

運
営

の
状
況
に
つ
い
て
評
価
を
し

改
善
を
図
る
よ

う
努
め
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
て
お
り

現
在
の

狛
江
の
公
民
館
で
そ
れ
に
あ
た
る
も
の
は
毎
年

度
の

活
動
の
記
録

で
す

そ
の
内
容
は

事
業
の
実
績
や
担
当
者
の
感
想
に
と
ど
ま

て

い
ま
す

 

こ
れ
を
個
々
の
事
業
に
つ
い
て
評
価
で
き
る

も
の
に
し
て
い
く
た
め
に

検
討
が
必
要
と
の

諮
問
で
す

評
価
を
行
う
に
は
指
標
が
な
い
と

評
価
が
で
き
な
い
の
で

指
標
と
評
価
自
体
の

あ
り
方
に
つ
い
て
審
議
を
し
て
い
き
ま
す
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